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▽私のことば「視聴覚教育時報－電子版－」再出発 

 

「視聴覚教育時報」は、昭和２９年７月創刊

以来、６４年間にわたり、視聴覚センター・ラ

イブラリーはじめ各都道府県市町村教育メデ

ィア関係の方々に視聴覚教育に関する情報提

供が行われてきました。 

最盛期には約４千部近く発行されていたよ

うですが、近年の発行部数は半数を大幅に下回

る所まで減少していると言われおり、その要因

のひとつには視聴覚教育関係施設や団体等の

減少もあるようです。 

創刊号の第一面を見ますと「小さな映画利用

グループ―地域ＡＶについて―」と題して当時

の新潟県視聴覚教育係長佐藤嘉市氏が書かれ

ています。その中で地域視聴覚ライブラリーの

役割として、地域内の小さなメディア利用グル

ープの育成支援の大切さについて触れていま

す。この考え方は、メディアの多様化が進んだ

現在の視聴覚センター・ライブラリーでも言え

ると思います。また、全視連という全国的組織

についても言える事で、地方のメディア関係団

体の育成や支援を積極的に進める事が必要だ

とも読み取れます。 

「視聴覚教育時報」による情報提供もその一

手段ですが、数年前からＩＣＴ時代に対応した

情報活動に改善するという意味から、メルマガ

やホームページの充実、さらにブログ等ＳＮＳ

を活用した情報発信や交流を行ってきました。 

半面、長い歴史を持つ紙媒体の視聴覚教育時

報の発行は、ＩＣＴ時代にフィットする云々よ

りも、財源不足が深刻な理由となっており、そ

の対応策として、視聴覚教育時報の電子化が提

案されたようです。 

一般社会でも、メディア環境は多様化し、今

では、ブログ、Facebookや Twitter、インスタ

グラム等ＳＮＳを利用して、メッセージや写

真・動画等を受動的に見聞きするだけでなく、

撮り創り送りシェアしコミュニケーションす

る事が日常生活の中に定着しているのはご存

じのとおりです。 

「視聴覚教育時報－電子版－」は、今まで郵

便でお届けしていた各地方自治体教育メディ

ア関係及び加盟団体そして教育メディア関係

者の方々に配信されるようですが、電子化を機

会に、各地の視聴覚関係施設はじめ小さなメデ

ィア関係やグループ等、多くの方々に閲覧頂け

るようシェアをお願いしたいものです。 

松田 實（全国視聴覚教育連盟常任理事・ 

専門委員会アドバイザー） 
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▽新会長に生田孝至氏就任／平成３０・３１年度役員決定 

 

去る４月２４日開催された第１回常任理事

会において平成３０年～３１年度の役員選任

に関する人事案件の審議に際し、井上孝美会長

が任期満了に伴い会長職を退任されました。故

井内慶次郎前全視連会長の逝去に伴い平成２

０年７月に後任会長として就任、以来約１０年

間にわたって、生涯学習社会における教育メデ

ィアの利用推進を図るため視聴覚センター・ラ

イブラリーの活動推進、さらには視聴覚教育・

放送教育総合全国大会合同大会の実施に努め

られるなど活躍されてきました。 

平成３０年度第１回文書理事会において、新

会長に生田孝至氏が、また副会長、常任理事等

の役員案が下記のように提案され６月２２日

をもって承認された。なお、役員の任期は平成

３０・３１年の２年。 

 

〈会長〉 

・生田孝至（新） 

一般財団法人日本視聴覚教育協会会長 

〈副会長〉 

・長谷川明寿（新） 

新潟県立生涯学習推進センター所長 

・鈴木 等（新） 

茨城県視聴覚教育振興会会長 

〈常任理事〉 

・高橋充史（再） 

栃木県視聴覚教育連盟委員長 

・岡島美智子（再） 

群馬県視聴覚ライブラリー連絡協議会会長 

・冨士池長雄（再） 

埼玉県視聴覚教育連絡協議会会長 

・井内 毅（再） 

千葉県視聴覚ライブラリー連絡協議会理

事長 

 

 

 

 

 

・松田 實（再） 

全国視聴覚教育連盟専門委員会アドバイザー 

・岡部守男（再） 

（兼事務局長）一般財団法人日本視聴覚教育

協会常務理事 

〈理事〉 

・各都道府県・指定都市加盟団体長２４名 

〈監事〉 

・布宮誠一（新） 

北村山視聴覚教育センター所長 

・田中富男（再） 

仙台市教育委員会生涯学習課長 

 

〈事務局〉 

・村上長彦 専門委員長（再） 

東京都足立区教育委員会 

・丸山裕輔 副専門委員長（再） 

新潟県阿賀町立上条小学校長 

・佐藤 正 事務局次長（再） 

一般財団法人日本視聴覚教育協会事務

局次長

 

生田孝至新会長 
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▽平成３０年度「講師派遣事業」－新アンケート調査－ 

 

本事業は、各加盟団体が域内の担当者を集

めて例年実施する研究会・研修会を一層有意

義なものにするため、全視連において組織す

る“全視連指導協力者会議“の学識経験者の

中から、または加盟団体が独自に選定する講

師に対して、要請に応じて講師の派遣を行う

ものです。 

本年度より従来の研修を実施しての報告書

に加え、市販映像教材に関する簡単なアンケ

ートを研修会参加者に記入していただくこと

となりましたので、ご協力よろしくお願いい

たします。 

 

〇講師一覧（氏名・所属・講演テーマ） 

・市川 昌氏（江戸川大学名誉教授） 

視聴覚教育・放送教育の歴史とこれからの

情報教育／博物館で学ぶ歴史遺産と異文

化理解／映像で学ぶ時代と人間 ／情報セ

キュリティと個人情報保護法 

・伊藤敏朗氏（映画監督、目白大学メディア

学部メディア学科特任教授） 

映像表現法教育／映画による国際文化交流 

・坂井知志氏（常磐大学コミュニティ振興学

部教授） 

ライブラリーや教育現場での著作権の取

り扱い／デジタル・アーカイブ／視聴覚教

育の今後の課題 

・篠原文陽児氏（東京学芸大学名誉教授） 

科学教育／教材開発／プログラミング教

育／視聴覚教育・放送教育を活かす 

・立見康彦氏（群馬大学教育学部大学院教育

学科研究科客員教授） 

視聴覚教育の概論／視聴覚センター・ライ

ブラリー／視聴覚教育を通した教職員の資

質向上・学校経営の充実 

・平沢 茂氏（文教大学名誉教授） 

学校教育／生涯学習／視聴覚教育／メディ

ア教育／教育行政 

・吉田広毅氏（関東学院大学国際文化学部教

授） 

ＩＣＴ活用教育／教員研修カリキュラムの

開発／異文化理解教育 

・村上長彦氏（東京都足立区教育委員会／全

視連専門委員長） 

視聴覚教育／生涯学習施設における視聴覚

メディアの活用／生涯学習施設ボランティ

アの活用 

・丸山裕輔氏（新潟県阿賀町立上条小学校校

長／全視連副専門委員長） 

視聴覚教育／メディア教育／情報教育

 

                                             

▽専門委員決まる 

 

全視連事業をご協力・推進いただく専門委員

制度は全国をブロック別に分け、現在下記のよ

うに９名の方々に就任いただいております。 

各種調査研究事業、全国大会における全視連

関係分科会での登壇、各研究部会の構成などの

事業を担当し、任期は平成２９・３０年度の２

年間で、今年度、前任者の異動により３名の

方々に新たに就任いただいた。 

 

〈専門委員長〉 

・村上長彦（東京都足立区教育委員会） 

〈副専門委員長〉 

・丸山裕輔（新潟県阿賀町立上条小学校長） 

〈専門委員〉 

・髙橋敏幸（茨城県阿見町立竹来中学校講師） 

・福島慎太郎（千葉県総合教育センター） 

・星 恭典（仙台市教育局生涯学習部生涯学

習課） 

・桑原玲子（岩手県教育委員会事務局盛岡教

育事務所） 

・樋口 誠（春日部市教育委員会視聴覚セン

ター） 

・簗 真也（栃木県視聴覚教育連盟） 

・髙見晴彦（兵庫県篠山市視聴覚ライブラリ

ー） 

    ※アンダーライン平成３０年度～ 
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▽訃報 吉川刀夫副会長逝去 

 

去る５月１７日、全国視聴覚教育連盟副会

長吉川刀夫氏が逝去されました。享年８０歳。

故吉川刀夫副会長は、茨城県視聴覚教育振興

会会長として、茨城県の視聴覚教育の進展に

努められる傍ら、平成１６年より１３年間に

わたり全視連副会長として、井上孝美会長を

支え、全国の視聴覚センター・ライブラリー

の充実発展に寄与されました。 

 例年開催される視聴覚教育総合全国大会・

放送教育研究会全国大会合同大会等には茨城

県視聴覚教育振興会として参加し、茨城県の

視聴覚教育の実績を示す実践発表を行うなど

積極的な活動を進

めて来られました。

また、平成１６年か

ら１２年間（一財）

日本視聴覚教育協

会理事・評議員とし

ても、日本の視聴覚

教育発展に寄与さ

れました。謹んで哀悼の意を表します。 

なお、同振興会の新会長として新たに就任

の鈴木等氏が全視連副会長として就任いただ

けることとなりました。

 

 

                                             

▽えすけーぷ 
 

【地域に根差した映画会】 

雑誌「視聴覚教育」の全視連欄に書いてあ

りましたが、“ＩＴ時代だ、もう映画は古い”

的な論調をよく聞きますが、各視聴覚ライブ

ラリーのホームページ等をよく見てみると、

多くの視聴覚ライブラリーがプロジェクター

を使った“子ども映画教室”とか“親子映画

会”、さらには“名画鑑賞会”等を行っている

事が読み取れます。 

 それも、視聴覚ライブラリーの単独主催も

ありますが、公民館や図書館等と共催して定

期的に開催している所もあるようですよ。 

 メディアの多様化が進む中、写真や動画等

の映像利用は一般化し定着しています。 

その中で、視聴覚ライブラリーの事業とし

て、地域のニーズを踏まえた映画会等のメデ

ィアサービスも大切でしょう。 

 そうそう、今年は講師派遣事業を通して映

画利用に関するアンケートも実施するようで

すのでよろしく！ 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
HP：http://www.zenshi.jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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